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1 はじめに

東京都では平成 16 年度に、学識者並びに船舶関係

者からなる「船舶等による大気汚染対策検討委員会」

を設置して、停泊中船舶からの排ガスの現状把握及び

削減手法等について検討を行った 1）。同委員会におい

て行った停泊中船舶からの NOx 等の排出実態調査に

合わせて、VOC を含む炭化水素についても測定を行っ

たので報告する。

2 方法

(1) 停泊中船舶の排ガス測定

平成 16 年 7 月 30 日から 9 月 15 日の間に東京港に

停泊した船舶のうちで、大型のものを中心とした 15 隻

について、補機から排出される排ガスを測定した。調

査対象船舶の概要及び測定時の負荷を表 1 に示した。

このうちVOC 等を測定したのは 7隻である。

排ガスの測定（採取）は、船舶の最上部にある補機

の排気口から加熱導管（20 ｍ、PFA フッ素樹脂製）

を経由して行った。測定対象成分及び採取・分析方法

の概要を表 2に、詳細を以下に示す。

①　総炭化水素（THC）

加熱導管からの排ガスを氷冷トラップを通して除湿

し、10褄テドラーバッグに減圧採取した。これを速や

かに実験室に持ち帰り、炭化水素計にシリンジで直接

注入し測定した。
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表１　測定対象船舶
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②　VOC 等 59 成分

①の試料から、0.5 ～ 5裨をシリンジで測定機に直

接注入して測定した。メタン、エタン、エチレン、プ

ロパン、アセチレン、プロピレンについては GC-FID

により、それ以外の 53 成分についてはGC-MS により

測定した。装置及び測定条件は既報 2）に準じた。

③　アルデヒド類

加熱導管からの排ガスを、結露を防ぐためリボンヒ

ーターで加温した 2 連の DNPH 捕集管に導入し、約

0.2褄/分で 1.0褄採取した。その際、捕集管の後にシ

リカゲル充填管を接続して流量計付ポンプで吸引し、

乾きガス流量を求めた。採取後の捕集管を速やかに実

験室に持ち帰り、前・後段それぞれをアセトニトリル

5裨で溶出し、HPLC で分析した。装置及び測定条件

は既報 3）に準じた。

④　多環芳香族炭化水素（PAH）

補機の排気口に PM採取管を挿入し、47 ㎜φの石英

繊維ろ紙に約 10 分間、約 200褄吸引した。採取した

ろ紙の約半量をジクロロメタンで高速溶媒抽出しHPLC

で測定した。装置及び測定条件は既報 4）に準じた。な

お、排ガス温度はいずれも200 ℃以上（表1）であり、

PAHの多くはガス化していて捕捉されなかった可能性

があるため、結果は参考値として示す。

⑤　有機炭素（OC）、元素状炭素（EC）

④のろ紙から 10 ㎜φを打ち抜き、さらにその 1/4

～ 1/2 を分析試料とした。理学電気製 RF-8900 シス

テムで酸素存在窒素気流下に試料をおき、350 ℃まで

の昇温・保持時間（5 分間）内に発生した二酸化炭素

（CO2）量からOC、さらに 850 ℃までの昇温・保持時

間（5分間）内に発生した CO2 量から EC を求めた。

3 結果

(1) VOC 等の濃度及び組成

表 3 に排ガス中の VOC 等の濃度及び A、C 重油別

の燃料当たり排出係数、THC 比を示す。排ガス濃度の

表示は、酸素濃度 13 ％の状態に換算した。VOC 成分

の上位はエチレン、メタン、プロピレン、ベンゼン、

アセチレン、トルエン、キシレンなどで、これら 7 項

目（9 成分）で、測定した 59 成分の 80 ％以上を占め

ていた。

なお、有害大気汚染物質についても優先取組物質を

中心に測定したが、ベンゼン以外はほとんど検出され

ず、表中に示した 1, 3-ブタジエンも一部の船舶で検出

されたに過ぎなかった。
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表 3 排ガス濃度及び燃料当り排出係数




